




The Effects of Emotional Valence on Time Estimation
要約
　本研究の目的は、快と不快の感情価が主観的な時間経過の評価に及ぼす影響を検討する






















































































































































均値は、3秒条件で 2.65秒、6秒条件で 5.46秒、9秒条件で 8.02秒、12秒条件で 10.6
秒であった。不快の感情価条件の主観的時間の平均値は、3秒条件で 2.69秒、6秒条件




3秒 6秒 9秒 12秒
快 2.65（0.81） 5.46（1.65） 8.02（2.05） 10.58（3.11）
不快 2.69（0.88） 5.63（1.59） 8.23（2.41） 10.81（2.91）







の平均値は、3秒条件で- 0.35秒、6秒条件で- 0.54秒、9秒条件で- 0.98秒、12秒条件
で- 1.42秒であった。不快の感情価条件の誤差の平均値は、3秒条件で- 0.19秒、6秒条
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